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言語活動と効果的に関連づける文法指導のあり方 

－文法指導と言語活動の一体化を目指して－ 

 

千葉県立○○高等学校 ○○ ○ 

 

1 研究の背景と目的 

日本の英語教育改革の必要性が叫ばれ始めて久しい。現在，多くの英語教員が文法訳読法 

( Grammar Translation Method ) やオーディオ・リンガル法 ( Audio-lingual Method ) 等の

伝統的教授法からの脱却を模索し，コミュニカティブ言語教授法 ( Communicative Language 

Teaching ) を取り入れた指導への転換を図ろうと日々奮闘していることと思う。しかしながら，

文法指導についてはどうだろうか。文法のような言語の形式に焦点をあてた指導では，一般に

コミュニカティブなアプローチは行いにくく，教師が明示的な文法説明を行った後に生徒がド

リルやエクササイズ等の練習問題に取り組むという指導スタイルが依然として多いと思われる。

Ellis ( 2006 ) は，こうした伝統的な文法指導が流暢で正確なコミュニケーションに必要な知識

の習得にはつながらないことを指摘している。また、Lee & VanPatten ( 1995 ) は，伝統的文

法指導は意味と文脈の欠如という点から，本質的にコミュニケーションにはつながらないとし

ている。 

平成２５年度から実施されている新学習指導要領（文部科学省，2009）では，４技能を統合

的に活用できるコミュニケーション能力の育成が目指され，その基礎となる文法はコミュニケ

ーションを支えるものとして「実際に活用できるように」指導することが求められている。し

かし，これまで文法を言語活動と切り離して指導することが多かった教員にとって，新しい学

習指導要領が意図する指導をどう体現するかは苦慮するところであり，第３款に示された「授

業を実際のコミュニケーション場面とするため，授業は英語で行うことを基本とする」ことを

踏まえると，文法の指導には相当の改善と工夫が求められる。 

 本研究では，文法指導と言語活動を効果的に関連づけ，コミュニケーション場面で実際に活

用できるようにするための効果的な指導のあり方について考えていきたい。 

 

2 研究仮説 

文法指導と言語活動を一体化させた指導を行えば，文法知識の定着に効果があるだろう。 

 

3 研究方法と内容 

3.1  文献研究 

3.1.1 フォーカス・オン・フォーム 

 本研究では文法指導と言語活動の一体化を基本としており，その理論的なバックグラウンド

をフォーカス・オン・フォームの考え方に依拠している。第二言語習得研究 ( Second Language 

Acquisition ) において，意味重視のコミュニケーション活動の中で一時的に目標言語形式に焦

点をあてた指導がフォーカス・オン・フォーム ( Focus on form )と呼ばれ，学習者が目標言語

を使用して意味のある活動を行い，その過程において文法習得を促すことがそのねらいとされ

る。一方，意味のある活動から切り離された文法形式を一つずつ指導するやり方はフォーカス・
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オン・フォームズ( Focus on formS )と呼ばれ，伝統的な文法訳読法の授業は、指導が意味内容

から離れて文法に偏るためこの類型に分類される。これに対して，意味にのみ焦点をあてて，

文法に注意を払わない指導はフォーカス・オン・ミーニング ( Focus on meaning )と呼ばれ，

内容中心のコミュニカティブ言語教授法がこれにあたる。この意味で，フォーカス・オン・フ

ォームは文法訳読法とコミュニカティブ言語教授法の中間に位置し，第三のアプローチと言え

るだろう。 

 和泉( 2009 )は，言語習得には，それが母語習得，第二言語習得の違いに拘わらず，常に言語

形式( form )・意味内容( meaning )・言語機能 ( function ) の三つの要素が関わっており，コミ

ュニケーション能力とはこの三要素を効果的に結び付けていける能力であることから，言語習

得の鍵もこれら三要素の密接な結びつきを学んでいくことにあると述べている。また，Doughty 

( 2001 ) は，フォーカス・オン・フォームは，一つの認知活動において学習者が形式・意味・

機能の三つを同時に処理するため第二言語習得を促進するとしており，フォーカス・オン・フ

ォームに基づく文法指導は，意味のある言語活動を行いながら目標言語構造を定着させるうえ

で一定の効果が期待できると考えられる。 

3.1.2 タスク   

フォーカス・オン・フォームを活かせる言語活動として第二言語習得研究の分野で注目され

ているのがタスクである。タスクとは課題解決型の言語活動であり，Ellis ( 2003 ) によれば次

の特徴を持つ。① 意味の伝達が中心である。②何らかの解決すべきコミュニケーションの課題

がある。③目的課題があり，その課題が達成されるかどうかが重視される。④教室外の世界と

何らかの関係がある。⑤評価はタスク達成の成果により行われる。 

 タスクでは，実際の言語使用場面が設定され，与えられた課題を解決するためにターゲット

となる文法の使用が意図されるため，フォーカス・オン・フォームによる言語形式への焦点化

も行いやすく，伝統的文法指導の欠点を解消できる。また，意味のある言語使用をとおして文

法の定着を図ることができれば，文法指導と言語活動の一体化を無理なく実行でき，学習者が

文法を実際のコミュニケーション場面で使えるようになるうえで一定の効果が期待できると考

えられる。 

なお，タスクには文法指導を意識しないUnfocused Taskと文法指導を意識した Focused 

Taskがあるが，ここで取り上げるタスクは研究の性格上全て Focused Task（以下，タスク）

である。 

3.2 予備実験 

  平成２４年度にリーディングを担当する３年生 ( n=32 ) にフォーカス・オン・フォームの考

え方を取り入れたタスクに取り組ませ，目標文法構造の知識の定着に効果があるかどうかを検

証する。 

3.3 実験 

 平成２５年度にコミュニケーション英語Ⅰを担当する１年生を，フォーカス・オン・フォー

ムの考え方を取り入れたタスクに取り組ませる実験群 ( n=40 ) と，パタンプラクティス等に取

り組ませる統制群 ( n=40 ) に分けて指導し，目標文法構造の知識の定着に有意差が生じるかど

うかを検証する。 
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4 研究計画 

期 

間 

平成２４年６月 ～ 平成２５年１１月 

段 

階 

第１段階 

（平成 24年 6月～9月） 

第２段階 

（平成 24年 10月～平成 25年 1月） 

第３段階 

（平成 25年 4月～11月） 

研

究

の 

内

容

と 

方 

法 

【文献調査と理論研究】 

 

○関係する文献および  

 先行研究について調  

 査する。 

 

 

【授業実践と予備実験】 

 

○事前調査を行い既習文法構造の  

 知識の定着について調べる。 

○定着が不十分な文法構造につい   

 て，タスクを用いた授業を実践  

 する。 

○事後調査を行い，目標文法構造 

 の知識の定着に効果があったか  

 を検証する。 

                    

 

 

【授業実践と実験】 

   

  ○高校入学段階での英語の  

学  学力を調査する。 

  ○タスクを用いた指導を行  

   う実験群とパタンプラク 

    ティス等による指導を行         

う統制群を設けて授業を

実践する。 

     ○ポストテストのデータ  

      を分析し，目標文法構造  

の知識の定着に有意差が  

見られるか検証する。       

 

 

5 研究実践 

5.1 対象生徒・科目・使用テキスト 

平成 24年度 

（予備実験） 

３年生英語コース １クラス ( n=32 )   

リーディング（４単位）  Prominence English Reading （東京書籍）  

平成 25年度 

（ 実  験 ） 

１年生普通科   実験群１クラス ( n=40 )    統制群１クラス ( n=40 ) 

コミュニケーション英語Ⅰ（４単位） Genius English Communication I 

（大修館書店） 

5.2 予備実験 

5.2.1 事前調査 

平成２４年１０月に既習文法構造を網羅する多肢選択式テストを行い，これまでの指導でど

の程度知識が定着しているのかを調べた。このテストの結果，仮定法などの一般に定着しづら

いと思われる文法項目と並んで，現在進行形の定着に問題があることが判った。例えば次の問

題の正答率は 31.3%であった。 

A:  Are you free tonight? 

B:  I’m sorry, but (          ) dinner with my parents. 

1. I had     2. I’m having     3. I’ve had     4. I’d had 
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大学進学率の高い本校の生徒の学力を考えると，形式自体は中学１年で教わる現在進行形が

これほど定着していないという結果は予想外であった。現在進行形が近い未来を表すことは，

高校１年時に指導しており，その時は大半の生徒が理解したはずである。しかし，am/is/are + 

doing というフォーム（形式）が，使用される場面によって近未来について述べる機能を持ち，

予定の意味内容を伝達することを，同時に処理させるような言語活動を行ったことは一度もな

かった。結果として知識は定着せず，３人に２人の割合で正解を選択できなかった。 

この現在進行形のケースは氷山の一角だろう。言語使用場面を想定せず，一方的な知識の伝

授に終始してしまう授業が，結局は知識の定着にも効果的に機能していない可能性は他の文法

項目でも考えられるからだ。今回の調査で明らかになったことは，これまでの文法指導の問題

点を象徴的に表していると言えるのではないだろうか。 

5.2.2 タスクの作成 

 タスクの作成にあたっては次の３点に留意した。①なるべく双方向性であること。②正答が

あること。③作成に負担がかかりすぎないこと。 

①は，実際の言語使用場面では一般に情報が双方向性を持つ場合が多いからであり，②につ

いては，目標文法構造を意識させやすいという理由による。③は，タスクを用いた文法指導を

持続可能なものにするために重要だと考えてのことである。 

5.2.3 授業実践 

 フォーカス・オン・フォームの考え方に基づく，タスクを利用した授業を概ね次の手順で行

った。目標文法構造は事前調査で定着の甘さが浮き彫りとなった現在進行形，現在完了進行形

及び仮定法である。なお，対象が英語コースの生徒ということもあり，授業は ALTとのティー

ムティーチングで行い，原則として英語を使って進めた。 

  ①ALTと JTEが対話をしながら目標言語構造のインプットを行う。 

  ②グルグル方式（パートナーがローテーションで交代する方式）による目標文法構造のパタ  

    ンプラクティスを行う。  

（例）下線部を言い換えて練習しなさい。 

    A:  Are you free tonight?    

B:  I’m afraid not. I’m having dinner with Ken. 

   ③ペアを作り，それぞれの役割にワークシート Aとワークシート Bを渡す。お互いのワー 

   クシートは見せないように注意する。（図１参照） 

   ④ワークシートに書かれている情報を読んで，場面と役割を確認する。 

   ⑤活動に入る前に準備時間（難易度に応じて 5分～8分）をとる。この時，同じワークシー 

      トを持つ者同士が協力して準備することを認める。 

    ⑥JTEがタスク完了までの設定時間（難易度に応じて 5分～10分）を伝えて活動に入る。 

  ⑦活動終了後に何組かペアを選んで実演させ，目標文法構造に関する誤りを ALTが修正 

 （recast）する。（フォーカス・オン・フォームによる「気づき」の促進） 

  ⑧JTEが明示的に目標文法構造について説明する。（日本語使用） 

  ⑨エクササイズ等を行う。 
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5.2.4 事後調査 

 授業で扱った現在進行形・現在完了進行形・仮定法過去について，実施後の１２月と１月に

ポストテスト（プレテストと同型式の多肢選択式）を行い，正答率を調べるとともに，事後ア

ンケートを実施してタスクによる文法指導への感想と目標文法構造を用いてコミュニケーシ

ョンをすることに対する意識について調査した。 

[表１] 文法問題の正答率の推移  

  プレテスト（平成 24年 10月） ポストテスト（平成 24年 12月） ポストテスト（平成 25年 1月） 

現在進行形（近未来） 31.3% 78.1% 71.8% 

現在完了進行形 46.9% 75.0% 62.5% 

仮定法過去 56.3% 87.5% 84.4% 

( n=32 ) 

[表２] アンケート結果 

 
そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない 

タスクを使った文法の授業は楽しいですか。 62.5% 28.1% 6.3% 3.1% 

タスクに積極的に取り組みましたか。 46.9% 40.6% 9.4% 3.1% 

タスクを使った文法の授業で英語のコミュニ

ケーション能力が伸びると思いますか。 
43.7% 31.3% 21.8% 3.1% 

タスクを使った文法の授業で文法が理解で

きましたか。 
56.3% 37.5% 3.1% 3.1% 

タスクで学んだ文法を使ってみたいですか。 50.0% 40.6% 3.1% 6.3% 

                                                                            ( n=32 )

タスクを用いた授業を行った結果，どの文法項目でも正答率は上昇しており，約２か月経過

しても知識が保持されていた。 

 また，アンケートの結果から，タスクを使った授業に対して多くの生徒が楽しんで，積極的

に取り組み，コミュニケーション能力の伸長について肯定的な感想を持ったことがわかった。 

[図１] ワークシート例１（現在進行形） 
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5.3 実験 

5.3.1 指導計画 

    実験群には各レッスンからタスク化が可能な目標文法構造を選び，表３のとおり計画した。                              

[表３] 

Lesson 目標文法構造 タスクの内容 

1 It is ～ for… to do クラスメイトに部活動の勧誘をする。 

2 現在完了進行形・過去完了形 「国際派」警官として外国人被害者から事情聴取する。 

3 関係代名詞（目的格） 観光客に奈良・京都の穴場スポットを紹介する。 

4 比較（倍数表現） インターナショナルスクールのボランティアとして，

壁新聞に載せる特集記事の取材をする。 

  文型のように指導すべき文法知識ではあってもタスク化することが困難なものや，真正性

( authenticity ) の点で実際の言語使用場面が想定しづらいものについては，タスクを用いた

指導を行わないこととした。統制群には主にパタンプラクティスによる指導を計画した。 

5.3.2 授業実践 

  概ね次のとおり授業を実施した。対象生徒が１年生であり，目標文法構造が新出のため，

説明については導入部で日本語を用いて明示的に行った。その他は原則として英語で進めた。 

  （ア）実験群 

  ①目標文法構造について簡単に明示的説明を行う。（日本語使用） 

  ②平易なドリルを行って言語形式を意識させる。     

（例）正しい方を選び○で囲みなさい。 

     She ( has studied / has been studying ) since this morning.  

  ③タスクで使用が予想される語彙を導入し，タスクの場面設定について触れておく。 

   ④ペアを作り，それぞれの役割にワークシート Aと ワークシート Bを渡す。お互 

      いのワークシートは見せないように注意する。（図２参照） 

   ⑤ワークシートに書かれている情報を読んで，場面と役割を再確認する。 

   ⑥活動に入る前に準備時間（難易度によって５分～８分）をとる。この時，同じワー   

      クシートを持つ者同士が協力して準備することを認める。 

   ⑦教師がタスク完了までの設定時間（１０分～１５分）を伝えて活動に入る。 

 ⑧活動終了後に何組かペアを選んで実演させ，目標文法構造に関する誤りを教師が修 

     正してフィードバックを行う。（「気づき」の促進） 

 ⑨「言語使用場面」「言語形式」「意味」を意識させるエクササイズを行う。  

（例）絵を見て[  ] 内の動詞を使ったセリフを考えなさい。考えたセリフを   

   ペアで練習しなさい。[ wait ] 

            

 
 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=IyFsDWuWn726BM&tbnid=i89IhkX8HcOadM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.mrpartner.co.jp/file/mp/mp139/mp.html&ei=qUj-UbmkCoirkAXr5IGABg&bvm=bv.50165853,d.dGI&psig=AFQjCNHysUyYwqTsrl8KeRqU4rXf5QrKhA&ust=1375705606578123
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[図２] ワークシート例２（過去完了形・現在完了進行形） 
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   （イ）統制群 

  ①目標文法構造について丁寧に明示的な説明をする。（日本語使用） 

  ②平易なドリルを使って言語形式を意識させる。 

（例）正しい方を選び○で囲みなさい。 

     She ( has studied / has been studying ) since this morning.  

 ③グルグル方式によるパタンプラクティスを行う。 

（例）下線部を言い換えて練習しなさい。 

    A:  You look tired.  What have you been doing?    

B:  I have been playing soccer.  

 ④言語形式の習得を意図したエクササイズを行う。 

（例）[   ]内の動詞を適切な形にしなさい。 

  He [ watch ] TV for three hours.   

 ⑤誤りを教師が修正してフィードバックを行う。（日本語使用） 

    ⑥音読をする。 

 

6  研究評価 

6.1 事前の英語学力調査 

  実験群と統制群の英語学力の調査にはスタディーサポート（ベネッセコーポレーション）

を利用した。本校では入学直後に全員が同日受験しており，学力を調査するのに妥当と考え

た。両群の英語学力リサーチの結果は表４のとおりである。文法問題の正答率では統制群の

方が高いが，読解問題については実験群が統制群を上回っている。バランスは異なるものの，

トータルの正答率は近似であった。 

 [図３] ワークシートＢ生徒記入例 
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6.2 検証 

 各目標文法構造について，授業実施から１週間後のポストテストⅠ，授業実施から３週間

後のポストテストⅡにおいて多肢選択式テストを実施し，実験群と統制群の正答率に有意差

が見られるか調べた。（ポストテストについては Appendix２参照） 

   図４からわかるとおり，今回実験したどの目標文法構造でもポストテストⅠでは正答率に違

いはほとんど見られなかった。一方ポストテストⅡでは，現在完了進行形と過去完了形の平

均点に違いが見られた。統計的に有意かどうかを確かめるために有意水準 5%で両側検定の t

検定を行ったところ， 現在完了進行形で t (78)=1.408,p < 0.2，過去完了形では t (78)=1.517,p 

< 0.2が得られたが，統計的に有意とは言い切れない結果であった。 

 

 

 

 

診断項目 実験群 ( n=40 ) 統制群 ( n=40 ) 

文法 66.4 69.4 

語彙 61.3 59.8 

   文構成 56.0 56.5 

読解 59.0 54.5 

計 62.9 63.2 

 [図４] 各目標文法構造におけるポストテストⅠおよびポストテストⅡの平均点推移 

 [表４] スタディーサポート英語学力リサーチ結果 

数字は正答率(%)  
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6.3 アンケート 

 検証の最後に実験群にアンケートを行い，タスクを使った授業に対する意識調査を行った。

結果は表５のとおり。 

[表５] アンケート結果 

 
そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない 

タスクを使った文法の授業は楽しいですか。 62.5% 20.0% 10.0% 7.5% 

タスクに積極的に取り組みましたか。 70.0% 15.0% 15.0% 0% 

タスクを使った文法の授業で英語のコミュニ

ケーション能力が伸びると思いますか。 
32.5% 45.0% 20.0% 2.5% 

タスクを使った文法の授業で文法が理解で

きましたか。 
20.0% 50.0% 25.0% 5% 

タスクで学んだ文法を使ってみたいですか。 35.0% 32.5% 25.0% 7.5% 

 タスクを使った授業に対して好感を持ち，積極的に取り組んだ生徒が 80%を超えたことに

加えて，コミュニケーション能力向上への効果について肯定的に捉える生徒が約 77.5％，タ

スク授業による文法理解を肯定的に捉える生徒が 70％，タスクで学んだ文法を使ってみたい

とする生徒の割合も 67.5％に及ぶことがわかった。全体的にタスクを使った授業を支持する

生徒の割合は高いと言える。 

6.4 考察 

 今回の実験では，時期が高校入学直後ということもあり, 中学既習事項や中学既習事項をベ

ースとするものが目標文法構造に含まれていた。ポストテストの結果に大きな差が見られな

かった要因として，高校入試や入学前に行う課題の影響を無視することはできないかもしれ

ない。 

  また，実験の検証方法として多肢選択式テストを用いたが，このタイプのテストが正確に

目標文法構造の知識を測定できているのかについては，議論のあるところだと考える。そも

そもテストで測定対象とする文法知識とはどのようなものなのか，コミュニケーションを支

える文法能力をどのようなテストで測定するのかについて，調査研究が不十分であったと反

省している。 

 一方，本研究において情意面で生徒から肯定的な反応があったことは意義深い。タスクを

用いた指導を行うことで，文法学習を机上から実際の言語使用場面へと移行させ，多くの生

徒に文法が実際のコミュニケーションに役立つことを実感させることができた。これは新学

習指導要領が目指す文法指導の方向性に沿うものであり，今後の指導のあり方にとって一つ

の可能性を示唆するものと考えられる。 

 

7 結論 

本研究は仮説に対して統計的には有意な結論を得ることはできなかった。しかしながら，

本研究のアプローチが伝統的な文法指導に比べて効果が期待できないという結論に至ったわ

けではない。情意面で生徒の文法学習に対する意欲を引き出すことに一定の成果が見られた

ことを踏まえ，今後は更に工夫と改良を重ねることによってより良い実践へとつなげていき

たい。 
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（注 ポストテストには目標文法構造以外も出題している） 

 APPENDIX 1 ワークシート例（関係代名詞目的格） 

 APPENDIX 2 ポストテスト例（現在完了進行形・過去完了形） 


